
会　　期　：2004年6月26日（土）－ 8月29日（日）

休 館 日　：月曜日[7月19日(月)は開館]、祝日の翌日[7月20日(火)]

開館時間　：午前9時30分～午後5時（入館は4時30分まで）

入 館 料　：一般900円(800円)　20歳未満・学生750円(650円)　65歳以上450円

　　　　　 （　)内は20名以上の団体料金です。

　　　　　　高校生以下の方、障害者の方は無料で入館できます。

会　　場　：神奈川県立近代美術館 葉山

主　　催　：神奈川県立近代美術館、読売新聞東京本社、美術館連絡協議会

協　　賛　：花王株式会社

企画協力　：E.M.I.ネットワーク

　柳宗悦（1889－1961）は、大正末期に＜民藝運動＞を推進した人物です。また、

民藝指導に限らず、芸術、宗教、社会などに関してきわめて独自の思想を展開し

た、近代日本を代表する思想家の一人としても高く評価されています。そして、

柳宗悦が提唱した民藝運動は近代日本を代表する芸術運動でもありました。

　1889（明治22）年、東京に生まれた柳宗悦は『白樺』の創刊に同人として加わ

り、ビアズリー、フォーゲラー、ロダンなどの西洋美術を紹介します。しかし、

浅川伯教、巧兄弟を通しての朝鮮陶磁器との出会いは、柳宗悦の関心を西洋美術

から東洋美術へと移しました。朝鮮文化への関心はその後の柳の活動を大きく方

向付けることになり､それはやがて朝鮮民族美術館設立へと結実します。

　さらに木喰仏や日常的な工芸品など､これまで顧みられることのなかった日本の

造形に次第に惹かれ､『民藝』という言葉を作り出し､日本各地の民藝調査と蒐集

に携わり民藝運動を実践しました。戦後は､浄土教研究を通して美と宗教の関係を

探り､最後まで美の領域を深める思索を行いました。

　本展では、柳の民藝運動に影響を与えた朝鮮の工芸や日本各地の民芸品、さら

に民藝運動に賛同した作家たちの作品約150点を展示し、近代日本美術史上の「民

藝」の意味を探ろうとするものです。

　小企画：斎藤義重文庫　　　　　　  於　第四展示室

　- with special exhibition : The Archives of Saitoh Ghiju

　戦後の日本の現代美術の先駆者として活躍した斎藤義重（1904－2001）の生

　誕100年を記念し、没後、当館に寄贈された戦後まもない浦安時代のスケッ

　チならびに資料等を展示します。

詳しくは、美術館ホームページに掲載される下記のプレス情報をご覧下さい。
http://www.moma.pref.kanagawa.jp/museum/press/2004r_yanagi.pdf

お問い合わせ先

神奈川県立近代美術館 葉山　〒240-0111 神奈川県三浦郡葉山町一色2208-1
tel.046-875-2800 / fax. 046-875-2968　広報担当：稲庭、忌部　展覧会担当：橋(鎌倉館 tel.0467-22-5000)

http://www.moma.pref.kanagawa.jp/museum/
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柳宗悦の民藝と巨匠たち展

     －柳宗悦の心と眼－
"Mingei" Movement of Yanagi Soetsu and Master Craftsmen

李朝染付魚文皿(日本民藝館蔵）

河井寛次郎　三色扁壺（個人蔵）


